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ツ
側
の
代
表
を
務
め
た
の
が
、
ナ
チ
ス
時
代
に
も
活
躍
す
る
こ
と
に

な
る
ヒ
ャ
ル
マ
ル
・
シ
ャ
ハ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
点
か
ら
見
て
も
、

金
融
お
よ
び
経
済
問
題
の
持
つ
政
治
・
外
交
的
意
味
は
明
ら
か
で
あ

る
。
賠
償
に
関
す
る
分
析
に
よ
り
厚
み
が
あ
れ
ば
、
研
究
の
価
値
は

一
層
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
論
文
が
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
分
析
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
研

究
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ

に
関
し
て
独
創
的
で
新
し
い
学
問
的
貢
献
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
疑

問
の
余
地
は
な
い
。
同
時
こ
の
論
文
は
、
現
在
の
国
際
的
な
研
究
水

準
の
中
に
位
置
づ
け
て
も
、
十
分
に
競
争
力
の
あ
る
高
い
水
準
に
達

し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博

士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
相
応
し
い
も
の
と
判
断
し
、

そ
の
旨
を
法
学
研
究
科
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
二
月
二
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
所　

昌
幸

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　
関
東
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授　

君
塚　

直
隆

　
　
　

博
士
（
史
学
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口
豊
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
問
題
の
所
在

　

橋
口
豊
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
『
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
と

英
米
間
の
「
特
別
な
関
係
」
│
│
国
際
秩
序
の
変
容
と
揺
れ
る
自
画

像　

一
九
五
七
～
一
九
七
四
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六

年
、
二
五
一
頁
＋
二
五
頁
）
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
期
の
一
九
五
七

年
か
ら
ヒ
ー
ス
政
権
期
の
一
九
七
四
年
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再

編
の
過
程
を
、「
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
」
と
い
う
外
交
基
盤
の
変
容
、
さ
ら
に
は
英
米
間
の
「
特
別
な
関

係
」
の
再
強
化
の
試
み
と
い
う
、
二
つ
の
分
析
視
角
か
ら
考
察
し
た

研
究
で
あ
る
。

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
は
、
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の

関
係
や
、
英
米
関
係
や
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
関
係
と
い
う
よ
う
に
、
自
国
の
国
力
を
低
下
さ
せ
な
が
ら
も
冷

戦
と
い
う
国
際
環
境
の
中
で
影
響
力
を
行
使
し
、
維
持
し
よ
う
と
す

る
そ
の
よ
う
す
が
こ
れ
ま
で
様
々
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
は
、
戦
後
初
期
の
時
期
に
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
が
述
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べ
た
と
い
わ
れ
る
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」、
す
な
わ
ち
「
帝
国
・
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」、「
英
米
特
別
な
関
係
」、「
統
合
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の

序
章
に
お
い
て
も
こ
れ
が
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基
礎
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
は
、
近
年
に
お
い
て
わ
が
国
に
お
い

て
活
況
を
示
し
て
き
て
お
り
、
本
書
で
も
参
照
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

齋
藤
嘉
臣
『
冷
戦
変
容
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
│
│
デ
タ
ン
ト
を
め
ぐ
る

欧
州
国
際
政
治
、
一
九
六
四
～
一
九
七
五
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）、
益
田
実
『
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
と
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
策
│
│
「
世
界
大
国
」
の
将
来
と
地
域
統
合
の
進
展
、
一
九
四
五

～
一
九
五
七
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
小
川
浩
之

『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
│
│
戦
後
イ
ギ
リ
ス
対

外
政
策
の
転
換
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
八
年
）、
水
本
義
彦
『
同
盟
の
相
剋
│
│
戦
後
イ
ン
ド
シ
ナ
紛

争
を
め
ぐ
る
英
米
関
係
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
と
い
う
よ

う
に
高
い
水
準
の
研
究
書
が
続
け
て
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
新
し
く
公
開
さ
れ
た
一
次
史
料
の
政
府
公
文
書
や
私
文

書
を
幅
広
く
用
い
て
、「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
に
お
け
る
重
要
な
問
題
に
光
を
当
て
て
、
考

察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
特
徴
は
、
前
述
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
研
究
書
と
は
異

な
り
、「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
す
べ
て
を
包
括
的
か
つ
相
互
に
連
関

さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
、
イ
ギ
リ

ス
外
交
再
編
の
過
程
を
生
き
生
き
と
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
統

合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
へ
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基
盤
を
移
行
さ
せ
つ
つ
あ

る
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別
な
関
係
」
を
ど
の
よ

う
に
維
持
し
、
強
化
す
る
か
と
い
う
困
難
な
課
題
に
直
面
し
、
こ
の

双
方
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
指
導
者
た
ち
の
構
想
と

行
動
を
総
合
的
に
論
じ
る
視
角
は
、
従
来
に
は
な
い
野
心
的
な
視
座

を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」

す
べ
て
を
視
野
に
入
れ
て
、
そ
の
相
互
の
関
連
や
、
矛
盾
、
そ
し
て

そ
れ
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
を
、
概

説
書
や
通
史
で
は
な
く
て
、
一
次
史
料
を
幅
広
く
駆
使
し
て
緻
密
な

研
究
論
文
と
し
て
体
系
的
に
論
じ
る
こ
と
に
成
功
し
た
本
研
究
の
価

値
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
本
論
文
は
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
と

し
て
の
高
い
水
準
で
の
研
究
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
の
イ
ギ

リ
ス
の
国
際
的
な
位
置
を
理
解
す
る
上
で
も
多
く
の
示
唆
を
提
供
す

る
、
現
代
的
な
意
義
も
あ
る
研
究
と
い
え
る
。
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二
　
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序　

章　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
再
編
の
試
み

　
　

１　
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
と
戦
後
外
交
の
再
編

　
　

２　

�

英
米
間
の
「
特
別
な
関
係
」、
外
交
の
基
盤
、「
世
界
大

国
」
と
し
て
の
自
画
像
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

　

第
Ⅰ
部　

�

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
の
模
索
の
始
ま
り
│
│
マ

ク
ミ
ラ
ン
政
権
、
ダ
グ
ラ
ス
＝
ヒ
ュ
ー
ム
政
権
の
時
代

（
一
九
五
七
～
六
四
年
）

　

第
一
章　

�

英
米
間
の
「
特
別
な
関
係
」
の
修
復
と
ス
カ
イ
ボ
ル
ト

危
機

　
　

１　

ス
エ
ズ
戦
争
後
の
「
特
別
な
関
係
」
の
修
復

　
　

２　

イ
ギ
リ
ス
の
核
抑
止
力
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存

　

第
二
章　

第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
米
ソ
接
近

　
　

１　

第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
勃
発

　
　

２　

調
停
国
と
し
て
の
外
交
の
挫
折

　

第
三
章　

�

英
米
間
の
「
特
別
な
関
係
」
の
再
構
築
と
統
合
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

　
　

１　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
す
る
独
自
の
構
想

　
　

２　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
め
ぐ
る
米
欧
関
係

　
　

３　

ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
架
け
橋
を
目
指
し
て

　

第
Ⅱ
部　

�「
帝
国
・
コ
ン
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

へ
│
│
第
一
次
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
時
代
（
一
九
六
四

～
七
〇
年
）

　

第
四
章　

イ
ギ
リ
ス
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争

　
　

１　

�

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
外
交
の
始
ま
り
│
│
一
九
六
四
～
六
五

年

　
　

２　

�

イ
ギ
リ
ス
主
導
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
構
想

│
│
一
九
六
五
年

　
　

３　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
外
交
の
挫
折
│
│
一
九
六
六
～
六
七
年

　

第
五
章　

�

世
界
的
な
役
割
の
縮
小
と
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
再
接

近

　
　

１　

世
界
的
な
役
割
の
再
考

　
　

２　

再
び
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

　

第
Ⅲ
部　

�

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
の
収
束
│
│
ヒ
ー
ス
政
権

の
時
代
（
一
九
七
〇
～
七
四
年
）

　

第
六
章　

デ
タ
ン
ト
と
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｃ
加
盟

　
　

１　

超
大
国
デ
タ
ン
ト
の
成
立
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２　

Ｅ
Ｃ
加
盟
の
実
現
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
タ
ン
ト
の
進
展

　

第
七
章　

大
西
洋
同
盟
内
の
対
立

　
　

１　

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
年
」
演
説

　
　

２　

第
四
次
中
東
戦
争
と
第
一
次
石
油
危
機

　

第
八
章　

英
仏
核
協
力
構
想
の
新
た
な
模
索

　
　

１　

英
仏
核
協
力
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
「
独
自
」
の
核
抑
止
力

　
　

２　
「
特
別
な
防
衛
関
係
」
へ
の
依
存

　

終　

章　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
の
試
み
と
そ
の
収
束

　
　

１　

漂
流
す
る
イ
ギ
リ
ス
外
交

　
　

２　

再
編
の
収
束
後
の
イ
ギ
リ
ス
外
交

　

註

　

あ
と
が
き

　

主
要
参
考
史
料
・
文
献

　

事
項
索
引

　

人
名
索
引

　

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
第
Ⅰ
部
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の

再
編
に
取
り
組
ん
だ
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
保
守
党
政
権
を
対
象

と
し
て
お
り
、
ス
エ
ズ
戦
争
で
悪
化
し
た
英
米
関
係
を
修
復
す
る
と

と
も
に
、
世
界
的
な
影
響
力
の
低
下
に
あ
わ
せ
て
「
帝
国
・
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
」
に
代
え
て
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
へ
と
外
交
の
基
盤
を

移
し
て
い
く
模
索
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
英
米
間
の
『
特
別
な
関
係
』
の
修
復
と
ス
カ
イ
ボ
ル
ト

危
機
」
は
、
一
九
五
六
年
の
ス
エ
ズ
戦
争
に
よ
り
悪
化
し
た
英
米
の

「
特
別
な
関
係
」
を
修
復
す
る
た
め
に
、
一
九
五
七
年
一
月
に
就
任

し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
が
対
米
関
係
の
改
善
に
向
け
て
様
々
な
外
交

努
力
を
試
み
る
よ
う
す
を
描
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
帝
国
・
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
に
お
け
る
影
響
力
の
低
下
を
補
う
た
め
に
も
、
独
自
の

核
抑
止
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
政
権
に
と
っ
て
の
最
優
先
事
項
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
核
兵
器
運

搬
手
段
の
提
供
を
受
け
る
英
米
間
の
合
意
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は

対
米
関
係
を
修
復
す
る
と
同
時
に
、
独
自
核
抑
止
力
の
維
持
を
実
現

す
る
見
通
し
が
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別
な
防

衛
関
係
」
が
回
復
す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

方
針
転
換
に
よ
り
核
兵
器
運
搬
手
段
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
、
英
米
間

で
深
刻
な
危
機
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
橋
口
君
は
、「
イ

ギ
リ
ス
の
核
政
策
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
『
自
立
』
し
た
地
位
を
保

持
す
る
た
め
に
、
管
理
・
運
用
上
の
独
立
性
を
堅
持
し
な
が
ら
、
核

兵
器
運
搬
手
段
の
面
で
ア
メ
リ
カ
に
『
依
存
』
す
る
と
い
っ
た
、
い

わ
ば
『
自
立
』
の
た
め
の
依
存
と
言
う
べ
き
論
理
が
内
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
」（
三
七
頁
）
と
論
じ
る
。
こ
の
「
自
立
の
た
め
の
依
存
」
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と
い
う
視
座
は
、
橋
口
君
の
独
自
の
分
析
視
角
で
あ
っ
て
、
戦
後
の

英
米
関
係
の
矛
盾
や
苦
悩
を
理
解
す
る
上
で
き
わ
め
て
有
効
な
も
の

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
第
二
章
「
第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
米
ソ
接
近
」
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
ベ
ル
リ
ン
危
機
に
お
い
て
東
西
間
の
調
停
役
と
い
う
国

際
的
な
役
割
を
担
お
う
と
努
力
す
る
一
方
で
、
そ
れ
が
実
現
す
る
こ

と
が
な
く
、
む
し
ろ
米
ソ
両
超
大
国
が
首
脳
会
談
を
開
催
し
て
接
近

を
は
じ
め
て
、
自
ら
の
影
響
力
を
後
退
さ
せ
て
い
く
過
程
を
描
い
て

い
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
ら
の
国
際
的
な
地
位
の
低
下
を
実

感
す
る
過
程
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
お
け
る
大
き
な
困
難
を

意
味
し
た
。
橋
口
君
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
こ
の
危
機
を
通
し
て
イ

ギ
リ
ス
は
、
世
界
に
お
け
る
自
ら
の
現
実
の
地
位
や
影
響
力
の
低
下

を
改
め
て
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
る

（
四
二
頁
）。
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
が
開
催
の
努
力
を
行
っ
た
パ
リ
四
カ

国
首
脳
会
談
開
催
が
失
敗
し
、
調
停
国
と
し
て
の
外
交
の
挫
折
が
明

ら
か
に
な
る
と
、
自
ら
の
現
実
の
国
際
的
地
位
が
「
世
界
大
国
」
と

し
て
の
自
画
像
と
い
か
に
乖
離
し
て
い
る
か
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
第
二
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
は
、
心
理
的
に
、
イ

ギ
リ
ス
が
「
世
界
大
国
」
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
て
い
く
大
き
な
転

換
点
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
三
章
「
英
米
間
の
『
特
別
な
関
係
』
の
再
構
築
と
統
合
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
で
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
が
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ

Ｃ
）
加
盟
申
請
へ
と
自
ら
の
外
交
方
針
を
転
換
し
て
い
く
よ
う
す
を

描
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
橋
口
君
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
「
世
界

大
国
」
と
し
て
の
地
位
を
保
持
す
る
た
め
に
も
、
帝
国
・
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
に
代
え
て
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
新
た
な
外
交
の
基
盤
と
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別

な
関
係
」
を
再
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
は
当
初

は
、
自
由
貿
易
地
帯
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
構
想
と
し
て
、
よ
り
ゆ
る
や
か
な

主
権
国
家
間
の
協
調
と
し
て
の
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
構
築
し
よ
う
と

試
み
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
自
ら
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
か
ら
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
と
外
交
基

盤
を
移
し
て
い
く
。
欧
州
自
由
貿
易
連
合
（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ

へ
と
分
裂
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
、「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
し

て
接
合
す
る
こ
と
を
試
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
成
功
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
橋
口
君
は
「
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

架
け
橋
」
を
目
指
し
な
が
ら
、
こ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
十
分
な
支

持
と
理
解
を
得
る
こ
と
に
挫
折
す
る
過
程
を
鮮
や
か
に
描
い
て
い
る
。

結
局
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
そ
れ
自
体
も
、
一
九
六
三
年
一

月
に
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
に

よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、「
イ
ギ
リ
ス
が
す
で
に
『
世
界
大

国
』
で
は
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
そ
の
自
画
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像
を
修
正
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
」（
七
一
頁
）
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
第
Ⅱ
部
の
第
四
章
と
第
五
章
は
、
第
一
次
ハ
ロ
ル
ド
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
権
を
扱
い
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
が
再
編
の
プ
ロ

セ
ス
に
入
り
、「
世
界
大
国
」
と
し
て
の
自
画
像
が
揺
る
ぎ
な
が
ら

も
、
依
然
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
問
題
に
お
い
て
外
交
的
影
響
力

を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
が
挫
折
す
る
過

程
を
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
イ
ギ
リ
ス
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
」
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

政
権
に
お
い
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
派
兵
す
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て

平
和
を
求
め
な
が
ら
も
、
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
ア
メ
リ

カ
と
の
外
交
的
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
に

対
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
限
界
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
過
程

を
描
い
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、
そ
れ
以
前
の
「
特
別
な
関

係
」
で
は
な
く
「
緊
密
な
関
係
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と

で
、
労
働
党
政
権
と
し
て
の
独
自
の
対
米
関
係
の
あ
り
方
を
模
索
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
政
府
は
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
政
府

の
姿
勢
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
派
兵
の
要
請
を
頑
な

に
拒
絶
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
権
の
外
交
に
強
い
不
満
を
抱
く

よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
関
係
国
で
あ
る
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

ソ
連
と
い
う
共
産
主
義
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
政
府
の
強

い
影
響
の
下
に
あ
る
と
み
な
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
提
唱
す
る
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
戦
争
の
停
戦
へ
向
け
た
努
力
と
は
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
。

そ
の
限
界
を
橋
口
君
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ウ
ィ

ル
ソ
ン
政
権
に
よ
る
和
平
外
交
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
限
界
と

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
策
を
基
本
的
に
は

支
持
し
な
が
ら
、
和
平
外
交
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。」（
一
〇
〇
頁
）

　

第
五
章
「
世
界
的
な
役
割
の
縮
小
と
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
再
接

近
」
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
外
交
の
失
敗
か
ら
自
ら
の
「
世
界
大

国
」
と
し
て
の
地
位
の
限
界
に
直
面
し
て
、
再
び
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟

申
請
へ
と
向
か
う
外
交
の
過
程
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

自
国
の
経
済
を
圧
迫
す
る
軍
事
費
削
減
の
必
要
と
い
う
現
実
が
存
在

し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
の
オ
ー
バ
ー
・
ス
ト
レ
ッ
チ
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
世
界
的
な
軍
事
的
関
与
を
縮
小
す
る
と
同
時
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
接
近
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
次

Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
も
、
い
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
を
真
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一

員
と
は
み
な
し
て
い
な
い
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
に
よ
っ

て
、
そ
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
下
で

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
を
重
視
す
る
立
場
へ
と
政
策

を
転
換
し
始
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
努
力
も

実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
く
、
引
き
続
き
国
際
的
な
役
割
を
め
ぐ
る
模
索

の
時
代
は
続
い
て
い
っ
た
。
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第
Ⅲ
部
の
第
六
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス

保
守
党
政
権
の
下
で
の
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
の
試
み
と
そ
の

収
束
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

ま
ず
第
六
章
「
デ
タ
ン
ト
と
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
」
は
、
一
九

七
〇
年
に
首
相
に
就
任
し
た
ヒ
ー
ス
が
、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
へ

の
加
盟
実
現
を
最
優
先
の
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ

と
の
「
特
別
な
関
係
」
の
維
持
を
外
交
の
前
提
と
し
て
い
た
よ
う
す

を
論
じ
て
い
る
。
ヒ
ー
ス
は
、
戦
後
最
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
を

重
視
し
た
首
相
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ヒ
ー
ス
の
政
権
の
下

で
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
実
現
し
、
戦
後
外
交
の
再
編
を
進
め

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
外
交
の
基
盤
と
し
て
固

め
て
、「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
特
別
な
関
係
」
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
七
章
「
大
西
洋
同
盟
内
の
対
立
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
に
加

盟
す
る
と
同
時
に
、
大
西
洋
同
盟
内
の
関
係
が
緊
張
す
る
中
で
、

ヒ
ー
ス
政
権
の
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
緊
張
を
緩
和
さ
せ
て
、
大
西
洋
同

盟
の
結
束
を
強
化
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
よ
う
す
が
描
か
れ
て

い
る
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
し
た
一
九
七
三
年
に
は
、

第
四
次
中
東
戦
争
や
第
一
次
石
油
危
機
な
ど
、
米
欧
間
な
ら
び
に
Ｅ

Ｃ
加
盟
国
間
で
対
立
が
顕
在
化
す
る
年
と
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は

そ
こ
で
十
分
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
仏
独
両
国
を
中
核
に
統
合
が
こ
れ
以
降
深
化
し
て
い

く
が
、
そ
こ
に
向
け
て
イ
ギ
リ
ス
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
困

難
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ヒ
ー
ス
首
相
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
統
合
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
深
く
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
提
示

し
よ
う
と
し
た
。

　

第
八
章
「
英
仏
核
協
力
構
想
の
新
た
な
模
索
」
は
、
ヒ
ー
ス
首
相

の
下
で
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
を
目
指
す
外
交
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
平
行

し
て
、
英
仏
核
協
力
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
描
い
て
い

る
。
橋
口
君
は
、
こ
れ
ま
で
英
米
防
衛
協
力
と
比
較
し
て
あ
ま
り
注

目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
英
仏
核
協
力
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
れ

が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
防
衛
協
力
の
実
現
に
よ
っ
て
統
合
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
外
交
の
基
盤
と
し
て
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
戦
後
外
交
の
再
編
構
想
の
重
要
な
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
」
を
明
ら
か
に
す
る
（
一
五
六
頁
）。
そ
れ
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン

政
権
以
降
、「
自
立
の
た
め
の
依
存
」
と
し
て
独
自
核
抑
止
力
の
維

持
に
つ
と
め
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
防
衛
政
策
に
お
け
る
一
つ
の
帰
結

で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
代
に
Ｅ
Ｃ
の
統
合
プ
ロ
セ
ス
が
停
滞

し
、
英
仏
核
協
力
構
想
も
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
間
の
摩
擦
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
橋
口
君
は
、

「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
よ
り
対
等
な
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
イ
ギ

リ
ス
が
保
持
で
き
る
よ
う
な
外
交
の
基
盤
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と



特 別 記 事

115

述
べ
る
（
一
七
〇
頁
）。
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
対
米
従
属
が
強
ま
っ

て
い
く
か
た
ち
で
、
戦
後
外
交
の
再
編
が
収
束
し
て
い
く
よ
う
す
を

描
い
て
い
る
。

　

終
章
「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
の
試
み
と
そ
の
収
束
」
で
は
、

「
漂
流
す
る
イ
ギ
リ
ス
外
交
」
と
し
て
、「
世
界
大
国
」
と
し
て
の
地

位
の
維
持
を
目
指
し
な
が
ら
、
変
転
す
る
国
際
環
境
や
、
振
幅
の
激

し
い
ア
メ
リ
カ
外
交
に
翻
弄
さ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
当
初
想
定

し
て
い
た
よ
う
な
望
ま
し
い
か
た
ち
で
の
戦
後
外
交
の
再
編
に
挫
折

す
る
よ
う
す
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
橋
口
君
は
、「
マ
ク
ミ
ラ

ン
政
権
か
ら
ヒ
ー
ス
政
権
期
の
戦
後
外
交
の
再
編
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

序
章
で
述
べ
た
戦
後
国
際
秩
序
の
変
容
に
対
処
す
る
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
と
の
従
属
的
な
関
係
を
改
め
て
受
け

入
れ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
収
束
す
る
よ
う
す
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
苦
悩

に
満
ち
た
過
程
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
の
よ
う
な
戦
後
外
交
の
再
編

を
理
解
す
る
こ
と
の
現
代
的
意
義
も
触
れ
て
い
る
。
橋
口
君
い
わ
く
、

「
以
上
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
外
交
は
、
政
権
交
代
を
繰
り
返
し
て
も
、

ま
た
、
冷
戦
の
終
結
を
経
て
今
日
に
至
る
激
変
し
た
国
際
秩
序
の
中

で
さ
え
も
、
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
に
は
な
り
き
れ
な
い
ま
ま
に
、

超
大
国
ア
メ
リ
カ
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
大
国
と
し
て

の
地
位
を
求
め
な
が
ら
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
に
従
属
し
て
い
く
イ

ギ
リ
ス
の
姿
を
示
し
続
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。」（
一
八
一
頁
）
そ
し

て
そ
れ
は
、「
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
つ
な

が
っ
て
い
た
」
と
本
論
文
を
結
ん
で
い
る
。

三
　
論
文
の
評
価

　

本
論
文
は
以
下
に
示
す
よ
う
な
い
く
つ
か
の
点
で
、
画
期
的
な
意

義
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。

　

第
一
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
期
か
ら
一
九
七
〇

年
代
半
ば
の
ヒ
ー
ス
政
権
期
ま
で
の
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
を

扱
っ
た
本
論
文
は
、
従
来
の
研
究
に
は
な
い
視
野
の
広
さ
と
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
が
あ
り
、
ま
た
、「
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」、「
ア
メ

リ
カ
と
の
特
別
な
関
係
」、
そ
し
て
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
お
け
る
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
す
べ
て

を
、
豊
富
な
外
交
史
料
を
用
い
て
検
討
を
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ

り
、
現
時
点
で
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
の
到
達
点
と
い
え
る
。
従

来
の
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
は
、
一
つ
の

政
権
の
み
を
対
象
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
の

中
の
一
側
面
の
み
を
対
象
と
し
た
り
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
本
論
文
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
論
じ
る
と
と
も
に
、
そ

の
相
互
の
連
関
性
を
緻
密
に
検
証
し
た
も
の
は
、
英
語
圏
で
の
研
究

を
含
め
て
極
め
て
少
な
い
。
通
常
は
、
短
い
時
期
の
限
定
的
な
政
策
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領
域
を
論
じ
た
学
術
研
究
か
、
戦
後
す
べ
て
の
時
期
を
対
象
に
す
る

通
時
的
な
通
史
的
研
究
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
本
論
文
の
よ
う

に
そ
の
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ
て
、
二
〇
年
と
い
う
時
代
を

論
じ
た
研
究
は
、
ピ
ア
ー
ス
・
ル
ド
ロ
ー
や
ジ
ョ
ン
・
ヤ
ン
グ
ら
の

研
究
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
他
方
で
そ
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
焦
点
を
当
て
た
限
定
的
な
政
策
領
域
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
橋
口
君
の
研
究
は
例
外
的
に
大
き
な
ス

ケ
ー
ル
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
戦

後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
再
編
過
程
を
俯
瞰
す
る
上
で
、
本
論
文
は
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
一
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

第
二
に
、「
自
立
の
た
め
の
依
存
」
と
い
う
独
自
の
分
析
視
点
を
用

い
て
、
た
と
え
ば
独
自
核
抑
止
力
の
維
持
や
英
仏
核
協
力
を
通
じ
て

「
自
立
」
を
模
索
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
む

し
ろ
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
く
過
程
を
論
じ
た
本
論
文
の

主
張
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
学
問
的
貢
献
と
、
現
代
的
な
意
義
を
持

つ
も
の
と
し
て
評
価
し
た
い
。
従
来
の
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究

の
多
く
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
世
界
大
国
」
と
し
て
の
地
位
の
維
持
や
、

ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別
な
関
係
」
の
構
築
、
さ
ら
に
は
独
自
核
抑
止

力
の
維
持
を
実
現
す
る
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
努
力
を
、
肯
定
的

に
評
価
す
る
か
、
あ
る
い
は
客
観
的
に
論
述
す
る
こ
と
が
主
で
あ
っ

た
。
あ
る
い
は
、
む
し
ろ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
、
あ
る
特
定
の
政
治

的
な
立
場
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
軌
跡
を

厳
し
く
批
判
す
る
研
究
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
橋
口

君
は
本
論
文
に
お
い
て
意
図
と
し
て
「
自
立
」
を
目
指
し
な
が
ら
も
、

結
果
と
し
て
「
依
存
」
へ
と
墜
ち
て
い
く
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
逆
説
を
、

豊
富
な
一
次
史
料
を
基
礎
と
し
て
実
証
的
に
検
証
し
て
い
る
。

　

第
三
に
は
、
本
論
文
は
単
純
な
歴
史
研
究
で
は
な
く
、
上
述
の
よ

う
な
視
座
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
政
治
学
的
に
も
高
い

価
値
を
持
つ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
、
戦
後
イ
ギ
リ

ス
外
交
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
、
新
し
い
国
際
環
境
や
、
新
し
い

パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
に
適
応
し
よ
う
と
し
て
そ
の
困
難
に
直
面
す
る

過
程
と
し
て
、
他
国
の
外
交
を
理
解
す
る
上
で
も
参
考
に
な
る
よ
う

な
、
よ
り
一
般
的
な
国
際
政
治
学
的
な
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
、
橋
口
君
が
国
際
政
治
学
者
と
し
て
深
い
問
題
関
心

を
常
に
持
ち
続
け
て
、
現
代
の
国
際
政
治
を
理
解
す
る
上
で
も
示
唆

に
あ
ふ
れ
た
議
論
を
数
多
く
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
優
れ
た
意
義
を
多
く
持
つ
研
究
で
あ
る
が
、
い
く

つ
か
の
課
題
も
ま
た
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
本
論
文

を
構
成
す
る
各
章
が
異
な
る
時
期
に
異
な
る
目
的
で
書
い
た
も
の
を

基
礎
と
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
大
幅
に
書
き
改
め
て
い
る
も
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の
の
、
章
に
よ
っ
て
は
序
章
で
描
い
て
い
る
本
論
文
の
分
析
枠
組
み

に
よ
く
適
合
し
て
い
る
章
と
、
や
や
そ
の
よ
う
な
分
析
枠
組
み
の
主

張
に
は
十
分
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
章
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
と
り

わ
け
第
Ⅲ
部
の
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
一
次
史
料

が
公
開
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
ま
た
先
行
研
究
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
本
論
文
の
前
半
を
構
成
す
る
第
Ⅰ
部
や
第
Ⅱ
部
な
ど
と

比
較
す
る
と
、
分
量
も
使
用
史
料
も
限
定
的
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

受
け
る
。
量
と
質
と
と
も
に
、
本
論
文
の
後
半
部
分
の
、
一
九
七
〇

年
代
前
半
に
あ
た
る
ヒ
ー
ス
政
権
の
時
期
に
つ
い
て
、
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
し
た
内
容
で
あ
れ
ば
完
成
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

第
二
に
は
、
全
体
的
に
、「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」
の
う
ち
の
「
英

米
特
別
な
関
係
」
と
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
二
つ
の
サ
ー
ク

ル
と
比
較
す
る
と
、「
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
に
関
す
る
記
述

が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
お
い
て
、

も
う
少
し
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
論
じ
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」

に
関
す
る
記
述
は
「
ス
エ
ズ
以
東
か
ら
の
撤
退
」
と
い
う
防
衛
政
策

の
転
換
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
対
外
貿
易
や
脱

植
民
地
化
の
過
程
な
ど
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て

論
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
戦
後
外
交
の
再
編
と
い
う
本
書
に
お
け
る
中

核
的
な
議
論
を
よ
り
深
く
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
は
い
え
、
本
論
文
は
序
論
に
お
い
て
、
明
確
か
つ
精
緻
に
、
そ

の
分
析
枠
組
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
上
記
に
示

し
た
よ
う
な
不
足
点
は
論
文
の
構
成
上
大
き
な
欠
点
に
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
、
今
後
の
橋
口
君
の
研
究
に
お
い
て
、

よ
り
明
確
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
一
九

七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
に
関
す
る
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国

に
お
い
て
も
ま
だ
本
格
的
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
さ
な
か
で
あ
っ
て
、

そ
の
意
味
で
は
こ
れ
か
ら
新
し
い
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
、
よ
り
多
く

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
と
し
て

の
高
い
価
値
を
持
つ
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
際
政
治
学
の
研

究
と
し
て
も
数
多
く
の
示
唆
に
富
む
優
れ
た
内
容
の
研
究
で
あ
る
と

評
価
し
、
審
査
委
員
一
同
は
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義

塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
二
月
二
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
所　

昌
幸

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

田
中　

俊
郎


